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4　○全国の死者数　562人

　　　（前年比　－53人、- 8.6％）
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3,006 －186

死   者   数 27(27) －6(-6)

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

２ 大　阪 29 －　６

１ 愛　知 34 ＋１３

発 生 件 数

＋　１

－　７北海道

9

9

17

17

死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 3,619

前年比

－166

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分

自転車の　すり抜け　飛び出し　事故のもと

　４月８日、新浦安駅前において、警察・関係団体と協力し、通行する自転車や歩行者に自転車の安

全利用に関するチラシや啓発物資を配布して、交通事故防止を呼び掛けた。

【浦安地域交通安全活動推進委員協議会の活動報告】

３ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和４年３月末）

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両対歩行者が13件（48.1%）と

最も多く、次いで車両相互が8件（29.6%）、車両単独

が5件（18.5%）、踏切が１件（3.7%）であった。

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が9件（33.3%）、夜間が18件

（66.7%）であり、夜間の発生が多い。

○　　昼間の類型別では、車両対歩行者が5件（55.6%）、

車両相互が２件（22.2%）、車両単独及び踏切がそれ

ぞれ１件（11.1%）であった。

　　　また、夜間の類型別では、車両対歩行者が8件

(44.4%)、車両相互が6件(33.3%)、車両単独が4件

(22.2%)であった。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が9人(33.3%)と最も多く、次いで若者が6人

(22.2%)、30歳代が5人(18.5%)、子供、40歳代及び50

歳代がそれぞれ2人（7.4%）、25歳～２９歳代が1人

(3.7%)であった。

４　状態別死者数

○　　歩行中死者が14人（51.9%）と最も多く、次いで四輪

乗車中死者が9人（33.3%）、二輪乗車中死者が3人

（11.1%）、自転車乗用中死者が１人（3.7%）であった。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は4人

であった。

５　法令違反別発生状況

○　　前方不注意が10件(37.0%)と最も多く、次いで安全

不確認が6件(22.2%)、その他の違反が4件（14.8%）、

運転操作不適が3件（11.1%）、信号無視が２件

（7.4%）、歩行者妨害及び動静不注視がそれぞれ１

件（3.7%）であった。

６　時間別死亡事故発生状況

ちばサイクルール
令和4年5月1日（日）から令和４年5月31日（火）まで

ちばサイクルール

１ 自転車保険に入ろう
２ 点検整備をしよう
３ 反射器材をつけよう
４ ヘルメットをかぶろう
５ 飲酒運転はやめよう

期　　間

自転車に乗る前のルール
１ 車道の左側を走ろう
２ 歩いている人を優先しよう
３ ながら運転はやめよう
４ 交差点では安全確認しよう
５ 夕方からライトをつけよう

自転車に乗る時のルール

自転車安全利用推進強化月間 自転車安全利用推進強化月間 

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和４年５月 （4）令和４年５月（1）
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とうげこう　よそみ　おしゃべり　きけんがいっぱい

令和４年１月１日施行

千葉県飲酒運転の根絶を実現するための条例

◆共同現地診断の実施 ◆春の全国交通安全運動出動式

　通学路　速度を落とす　思いやり

　３月１２日、船橋市飯山満において、警

察・関係団体と協力し、死亡事故現場にお

ける共同現地診断を実施して、交通事故防

止対策を検討した。

　４月６日、船橋警察署において開催され

た「春の全国交通安全運動出動式」に警察・

関係団体と共に参加し、交通安全意識の向

上に努めた。

◆春の全国交通安全運動出動式 ◆通学児童への交通安全指導

　４月７日、八街市役所において開催され

た「春の全国交通安全運動出動式」に警察・

関係団体と共に参加し、交通安全意識の向

上に努めた。

　４月８日、松戸市立河原塚小学校前にお

いて、警察・関係団体と協力し、登校する

児童への街頭指導を実施して、交通事故防

止を呼び掛けた。

◆春の全国交通安全運動出動式 ◆春の全国交通安全運動キャンペーン

　４月６日、横芝光町役場において開催さ

れた「春の全国交通安全運動出動式」に警

察・関係団体と共に参加し、交通安全意識

の向上に努めた。

　４月９日、「イオンモール成田」におい

て、警察・関係団体と協力し、買い物客に

チラシや啓発物資を配布して、交通事故防

止を呼び掛けた。

船
　
橋

船
橋
東

松
　
戸

佐
　
倉

成
　
田

山
　
武

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和４年５月 （2）令和４年５月（3）



とうげこう　よそみ　おしゃべり　きけんがいっぱい

令和４年１月１日施行

千葉県飲酒運転の根絶を実現するための条例

◆共同現地診断の実施 ◆春の全国交通安全運動出動式

　通学路　速度を落とす　思いやり

　３月１２日、船橋市飯山満において、警

察・関係団体と協力し、死亡事故現場にお

ける共同現地診断を実施して、交通事故防

止対策を検討した。

　４月６日、船橋警察署において開催され

た「春の全国交通安全運動出動式」に警察・

関係団体と共に参加し、交通安全意識の向

上に努めた。

◆春の全国交通安全運動出動式 ◆通学児童への交通安全指導

　４月７日、八街市役所において開催され

た「春の全国交通安全運動出動式」に警察・

関係団体と共に参加し、交通安全意識の向

上に努めた。

　４月８日、松戸市立河原塚小学校前にお

いて、警察・関係団体と協力し、登校する

児童への街頭指導を実施して、交通事故防

止を呼び掛けた。

◆春の全国交通安全運動出動式 ◆春の全国交通安全運動キャンペーン

　４月６日、横芝光町役場において開催さ

れた「春の全国交通安全運動出動式」に警

察・関係団体と共に参加し、交通安全意識

の向上に努めた。

　４月９日、「イオンモール成田」におい

て、警察・関係団体と協力し、買い物客に

チラシや啓発物資を配布して、交通事故防

止を呼び掛けた。

船
　
橋

船
橋
東

松
　
戸

佐
　
倉

成
　
田

山
　
武

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和４年５月 （2）令和４年５月（3）



自転車も　ルールを守る　ドライバー

2

1

4

1 1

333 3

0

4

0

2

6

2

4　○全国の死者数　562人

　　　（前年比　－53人、- 8.6％）

24 －　２

20 ＋　８８ 岡　山

福　岡

7 兵　庫

27 － ６

６ 東　京 26 －　９

５ 千 葉

－　５

３ 神奈川 28 －　１

３ 埼　玉 28

3,006 －186

死   者   数 27(27) －6(-6)

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

２ 大　阪 29 －　６

１ 愛　知 34 ＋１３

発 生 件 数

＋　１

－　７北海道

9

9

17

17

死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 3,619

前年比

－166

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分

自転車の　すり抜け　飛び出し　事故のもと

　４月８日、新浦安駅前において、警察・関係団体と協力し、通行する自転車や歩行者に自転車の安

全利用に関するチラシや啓発物資を配布して、交通事故防止を呼び掛けた。

【浦安地域交通安全活動推進委員協議会の活動報告】

３ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和４年３月末）

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両対歩行者が13件（48.1%）と

最も多く、次いで車両相互が8件（29.6%）、車両単独

が5件（18.5%）、踏切が１件（3.7%）であった。

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が9件（33.3%）、夜間が18件

（66.7%）であり、夜間の発生が多い。

○　　昼間の類型別では、車両対歩行者が5件（55.6%）、

車両相互が２件（22.2%）、車両単独及び踏切がそれ

ぞれ１件（11.1%）であった。

　　　また、夜間の類型別では、車両対歩行者が8件

(44.4%)、車両相互が6件(33.3%)、車両単独が4件

(22.2%)であった。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が9人(33.3%)と最も多く、次いで若者が6人

(22.2%)、30歳代が5人(18.5%)、子供、40歳代及び50

歳代がそれぞれ2人（7.4%）、25歳～２９歳代が1人

(3.7%)であった。

４　状態別死者数

○　　歩行中死者が14人（51.9%）と最も多く、次いで四輪

乗車中死者が9人（33.3%）、二輪乗車中死者が3人

（11.1%）、自転車乗用中死者が１人（3.7%）であった。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は4人

であった。

５　法令違反別発生状況

○　　前方不注意が10件(37.0%)と最も多く、次いで安全

不確認が6件(22.2%)、その他の違反が4件（14.8%）、

運転操作不適が3件（11.1%）、信号無視が２件

（7.4%）、歩行者妨害及び動静不注視がそれぞれ１

件（3.7%）であった。

６　時間別死亡事故発生状況

ちばサイクルール
令和4年5月1日（日）から令和４年5月31日（火）まで

ちばサイクルール

１ 自転車保険に入ろう
２ 点検整備をしよう
３ 反射器材をつけよう
４ ヘルメットをかぶろう
５ 飲酒運転はやめよう

期　　間

自転車に乗る前のルール
１ 車道の左側を走ろう
２ 歩いている人を優先しよう
３ ながら運転はやめよう
４ 交差点では安全確認しよう
５ 夕方からライトをつけよう

自転車に乗る時のルール

自転車安全利用推進強化月間 自転車安全利用推進強化月間 

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和４年５月 （4）令和４年５月（1）

Vol.３７２
 2022. 5. 千葉県交通安全活動推進センター


